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岡山２００２年（平成１４年）１月１日（火曜日）国際貢献先進県をめざして

-４日新聞

　
－
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
8
4
年
の
設
立

か
ら
今
年
で
1
8
年
。
知
事
は
そ
の

活
動
を
ど
う
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま

す
か
。

　
石
井
知
事
内
外
で
高
い
評
価

を
受
け
て
い
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
岡
山

の
誇
り
で
す
。
国
際
貢
献
大
学
校

の
表
札
は
私
が
揮
毫
す
る
な
ど
、

県
も
大
学
校
の
企
画
を
全
面
的
に

支
持
し
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は

君
枝
代
表
と
ス
タ
ッ
フ
が
｝
丸
と

な
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
底

辺
に
は
県
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精

神
と
い
う
風
土
が
あ
り
、
そ
れ
が

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
を
支
え
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
ね
。

　
－
１
君
枝
さ
ん
は
、
地
方
か
ら

の
国
際
貢
献
を
ど
う
池
め
て
い
け

ば
い
い
と
お
考
え
で
す
か
。

　
荒
波
代
表
　
（
産
廃
施
設
問
題

で
揺
れ
た
）
吉
永
町
の
住
民
は
環

境
対
策
を
学
ぶ
た
め
、
独
力
で
欧

州
に
行
き
ま
し
た
ね
。
地
方
ら
し

　
　
　
　
　
　
く
、
生
活
に
密
着
し
た
問
題
に
取

㈲
「
春
ｉ
　
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
県
は
チ
ャ
ン
ス

　
[
￥
兼
巣

を
与
え
、
世
界
に
飛
躍
さ
せ
る
べ

　
　
　
　
　
　
さ
で
す
。
明
治
維
新
で
薩
長
土
肥

ノ

が
並
び
称
さ
れ
ま
し
た
が
、
生
き

残
っ
た
の
は
、
独
自
に
海
外
と
の

結
び
付
き
を
持
っ
た
薩
摩
と
長
州

で
し
た
。
岡
山
が
雄
県
に
な
る
に

は
海
外
と
の
接
点
を
持
つ
こ
と
が

必
要
で
、
そ
の
た
め
の
資
金
調
達

策
と
し
て
、
世
界
銀
行
な
ど
が
展

開
す
る
海
外
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
ワ
ー
ル
ド
マ
ネ
ー
を
引
っ
張
っ

て
く
る
人
材
を
岡
山
に
呼
ぶ
こ
と

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
知
事
都
道
府
県
か
ら
道
州
制

へ
の
移
行
論
議
が
出
る
中
、
地
方

主
権
の
確
立
に
は
、
ご
指
摘
の
通

り
地
方
が
独
自
ノ
ウ
ハ
ウ
で
国
際

化
を
進
め
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
。

世
界
か
ら
人
材
を
集
め
る
と
い
う

発
想
も
ユ
ー
〒
ク
で
す
ね
。

　
‘
－
県
は
中
国
の
環
境
保
全
て

技
術
者
を
招
く
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
国
際
貢
献
策
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

　
知
事
’
9
8
年
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
提

携
し
て
招
い
た
江
西
省
の
担
当
者
‐
’

は
、
水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
公
害

防
止
施
設
な
ど
を
視
察
し
ま
し

た
。
中
国
で
は
今
後
、
経
済
発
展

に
伴
っ
て
環
境
汚
染
が
続
発
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
岡
山
に
は
環

境
汚
染
を
克
服
し
て
い
っ
た
経
験

が
あ
る
。
今
後
も
技
術
移
転
を
進

め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
代
表
県
北
の
哲
多
町
の
大
学

校
で
は
医
療
や
福
祉
分
野
の
人
材

育
成
を
進
め
ま
す
が
、
県
南
で
は

　
「
地
球
環
境
学
部
」
を
新
た
に
設

け
、
環
境
問
題
に
取
り
組
む
人
材

を
育
て
た
い
。
そ
こ
で
知
事
に
お

願
い
し
ま
す
。
知
事
が
信
頼
す
る
、

経
営
感
覚
に
あ
ふ
れ
た
人
材
を
大

学
校
に
派
遣
し
て
も
ら
い
た
い
。

４ｙ

　
－
―
岡
山
空
港
の
３
０
０
０
μ

延
長
化
か
完
成
し
、
岡
山
発
の
国

際
貢
献
が
一
扉
笞
と
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
知
事
国
際
救
援
の
拠
点
と
し

て
育
て
て
い
き
た
い
。
空
港
周
辺

に
救
援
物
資
を
保
管
す
る
拠
点
施

設
を
整
備
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
赤
十
字

な
ど
に
よ
る
支
援
機
構
を
設
け
て

運
営
す
る
。
危
急
の
際
は
、
物
資

を
直
行
便
で
運
ぶ
の
で
す
。
岡
山

発
の
国
際
貢
献
策
と
し
て
事
業
化

を
考
え
た
い
。

　
代
表
岡
山
空
港
を
「
国
際
貢

献
空
港
」
と
命
名
す
る
の
は
い
か

が
で
す
か
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
過
去
３

回
、
被
災
地
に
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を

飛
ば
し
ま
し
た
が
、
昨
年
の
大
地

窪
で
イ
ン
ド
に
向
か
っ
た
際
、
滑

走
路
が
２
５
０
０
μ
で
し
た
の
で

物
資
積
載
も
3
0
勁
ま
で
。
３
０
０

０
封
な
ら
4
0
勁
は
運
べ
る
。
延
長

の
意
義
は
大
き
い
。
チ
ャ
ー
タ
ー

使
の
費
用
は
１
目
的
２
０
０
０
万

り
は
Ｑ
ド
匹
豺
証
言

川
に
］
譜

海
が
あ
り
ヽ
最
適
地
で
す
ね
ｏ
　
　
　
　
　
　
づ
皿
…
…
一
’
・
’
｀
一

め
る
。
そ
う
す
れ
ば
年
４
、
５
回

は
飛
ば
せ
ま
す
。
　
　
　
　
’

　
知
事
い
い
提
案
で
す
。
年
１

０
０
０
円
で
国
際
貢
獣
が
出
来
る

の
な
ら
、
金
額
的
に
も
問
題
は
な

い
で
し
ょ
う
。
旗
振
り
役
を
す
る

の
な
ら
私
で
し
ょ
う
か
。

　
―
－
竃
良
に
、
国
際
貢
献
を
身

近
に
理
解
し
て
も
ら
う
に
は
ど
ん

な
工
夫
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

　
代
表
岡
山
で
成
功
す
る
に
は

　
士
三

一
　

三
つ
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず

　
公
私
県
民
の
精
神
風
土
に
マ
ッ
チ
す
る

　
　
　
匹
　
こ
と
で
、
特
に
教
育
、
医
療
、
宗

７
Ｅ
ｔ
｀

　
…
…
・
。
’
。
。
・
’
教
の
分
野
は
成
功
し
や
す
い
。
次

4
y
　

に
プ
ラ
イ
ド
ｏ
さ
ら
に
経
済
的
な

/
j
n
ｙ
　
プ
ラ
ス
。
国
際
貢
献
大
学
校
と
３

　
Ｅ
・
…
…
一
…
…
・
。
・
　
０
０
０
び
空
港
を
擁
し
、
世
界
を

、
ｔ
Ｊ
一

「
一
相
手
に
活
動
す
る
こ
と
は
岡
山
の

＋
ｔ
入
三
　
精
神
風
土
と
今
っ
し
、
プ
ラ
イ
ド

｀
・
匹
に
ｔ・
皿
　
も
持
て
る
。
ま
た
県
内
に
は
医
科

Ｉ
↓

‐ １
蓬
三
　
大
が
二
つ
、
総
合
両
院
も
多
い
。

‥
｝
淵
珍
　
そ
れ
ら
を
基
に
国
際
医
療
協
カ
セ

　
肖
。
、
一
　
ン
タ
ー
を
創
り
、
在
日
外
国
人
向

錯
一

Ｉ
’
・
翁
匹
三
　
け
の
医
療
に
あ
た
る
。
外
国
人
が

「
洪
鳶
　
増
え
、
ホ
テ
ル
や
タ
ク
シ
ー
な
ど

　
�
雨
　
も
潤
う
。
知
事
に
は
実
現
に
向
け

一
７
右
て
り
Ｉ
ダ
ー
シ
ヴ
プ
を
取
っ
て
は

　
沁
三
し
い
で
す
ね
。

や
三
Ｊ
ル
　
知
事
県
民
は
共
感
で
き
る
活

｀
『
Ｊ
ｆ
大
　
動
に
目
標
を
設
け
る
と
燃
え
ま

Ｉ
Ｉ
一
』
Ｖ
陽
　
す
。
県
と
し
て
も
、
県
民
が
元
気

μ
｀
｛
徊
丿

一
。
一
　
に
な
っ
て
潤
う
具
体
策
を
打
ち
出

(
E
)
j
　
す
時
期
だ
と
思
う
。
人
、
モ
ノ
、

　
ｙ
．
。
、
・
　
情
報
が
集
い
、
さ
ら
に
Ｉ
Ｔ
（
情

［
ｆ
ｆ
皿
｛

三
　
報
技
術
゛
を
生
か
し
た
国
際
化
に

I
E
｛
向
け
、
情
報
発
信
を
続
け
て
い
き

ｒ
古
米
一
三
　
た
い
で
す
ね
。
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